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陀
居
按
を
築
宮
、
変
に
居
住
す
べ
き
自
注
し
。
叉
赤
松
二
郎
政
則
は
、

長
級
二
年
吉
野
よ
り
一
脚
盟
を
朝
廷
へ
腕
座
な
し
奉
り
け
る
功
陀
依
り

て
.
究
正
六
年
十
二
月
廿
六
日
赤
松
一
松
丸
十
二
歳
K
て
元
服
し
、

な
れ
り
。

の
鋭
を
段
し
‘
右
地
所
建
物
を
北
ハ
に
茨
却
せ
り
。
放
に
今
は
俗
家
と

O
貿
信
山
安
楽
寺

将
軍
家
の
一
字
を
賜
は
り
赤
松
次
郎
政
則
と
名
乗
り
、
加
賀
図
石

川
・
河
北
二
郡
井
備
前
図
新
聞
庄
等
を
賜
は
り
、
後
従
三
位
K
叙
し
、

海
土
宗
也
。
貞
享
二
年
の
由
来
性
K
云
ム
。
営
寺
閉
山
等
燐
和
山
間

幾
程
な
〈
明
阪
五
年
四
月
廿
五
日
病
死
し
て
、
共
の
家
漸
K
衰
微
せ

り
と
、
伴
信
友
が
時
間
制世
紀
K
見
h
.
そ
の
顕
末
は
赤
松
符
奥
紀
訟
よ

び
南
朝
紀
仰
・縦
太
平
紀
後
太
平
紀
枕
町
民
紀
州
帆
す
と
い

へ
ど
も
、
政

則
越
中
K
所
備
を
脇
は
れ
る
事
も
な
く
、
ま
た
縦
波
郡
五
位
庄
内
陀

底
抜
を
築
き
居
住
す
べ
き
ょ
し
た
し
。
全
く
岬
昔
前
寺
の
俗
践
に
て‘

生
図
越
前
、
端
能
公
御
代
脇
岡
兵
部
俊
、
奥
村
伊
藤
取
次
に
て
、
寺

屋
敷
二
百
五
+
歩
奔
領
、
寺
池
立
之
路
、
共
後
奥
村
伊
抽
出
之
菩
提
所

永
純
寺
地
内
百
五
十
歩
、
伊
抽
出
へ
相
断
誕
而
奔
領
設
し
.
都
合
凶
百

時町
柿酬
な
き
仰
践
と
い
ふ
べ
し
。

歩
奔
領
地
に
被
ι
仰
付
↓
と
あ
り
。
按
十
る
に
、
右
閃
器
附
肌
那
脇
川
兵

部
盟
季
は
.
越
前
朝
合
議
長
の
家
人
脇
問
命
刀
の
男
に
て
‘
訊
季
も

初
め
帯
刀
と
掛
川
し
、
議
品
川
に
仕
ふ
。
後
越
前
府
中
に
て
利
保
卿
に
準

仕
し
、
利
長・
利
常
卿
陀
脈
仕
し
.
元
利
=
話
ι

陀
致
仕
し
て
、
党
永
-冗

O
塔
頭
慶
金
院

雲
能
寺
由
来
舎
に
云
ふ
。
塔
中山民
会
院
は
、
正
保一
冗
年
雲
龍
寺
サ
代

年
九
月
廿
五
日
八
+
畿
に
て
宛
す
。

O
蔦
松
山一
北
福
寺

白
翁
和
尚
弟
子
息
庭
長
老
建
立
也
。
と
あ
り
。
三
筋
屋
版
六
用
集
K
，

塔
中
間
町
民
全
院
と
紋
せ
た
り
。
按
・
干
る
に
、
延
賓
の
金
保
聞
に
、
雲
龍

曹
洞
宗
也
o

貞
享
二
年
の
由
来
替
に
云
ム
。
営
寺
間
関
越
中
国
宮
山

光
厳
寺
八
世
郷
雲
札
和
由
同
開
組
K
て
、
実
正
元
年
開
器
具
村
伊
強
守

寺
門
前
と
紀
し
、
十
三
聞
に
十
六
問
と
あ
り
て

‘
窓
龍
寺
の
桜
鶴
林

寺
の
門
の
向
ひ
た
る
地
也
。

此
の
地
に
民
全
院
を
逃
立
せ
し
か
ど
、

止
司
地
拝
領
被
v
致
、
寺
創
立
。
共
後
奥
村
図
幡
牌
所
K
致
し
度
山
花

て
、
伊
崎
町
納
得
之
上
岡
家
之
牌
所
陀
混
成
。
と
あ
り
。
故
K
活
躍
脚中

明
治
六
年
無
限
無
伎
の
寺
院
出
阻
止
の
官
令
陀
依
り
て
、

塔
頭
脳
会
院

は
奥
村
雨
家
よ
り
寺
院
の
修
絡
を
た
し‘

本
企
客
殿
向
は
伊
抽
出
の
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